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陰茎折症一その1例と本邦報告例の文献的考察

京都・山上病院皮膚泌尿器科（部長：田辺与市博士）

      田  辺  与  市

      岡  村  喜  明

FRACTURE OF THE PENIS：REPORT OF A CASE WITH
         REVIEW OF LITERATUR／E”

Yoichi TANABE and Yoshiaki OKAMuRA

From the Department of Urology， Kyoto Yamagami HosPital

      （Chief： Dr． Y． Tanabe， M． D．）

  A 22－year－old married man developed painful swelling and abnormal kink of the penis after

his early morning masturbation which he used to do as a habit for five years in a quite

peculiar way as rnanipulating the phallus and making an unusual sound． The penis looked dark

violet in color and an operation was immediately performed． There was gross rupture neither

of corpus cavernosurn nor its tunica albuginea．

  Forty－one cases of fracture of the penis were collected from the domestic literature． Dis－

cussions were rnade with ernphasis on irnportance to describe not only if there was rupture of

corpus cavernosum and／or its tunica albuginea but if the ipjury occurred during erction， when－

ever fracture of the penis might be reported．

  The youn’gest case of fracture of the penis in Japan is 19－year－old boy， although errorneously

reported as 13．

緒 言

 従来陰茎折症はまれな疾患とされていたが，

本邦では1960年頃より漸次報告例の増加をみ，

1934年の長谷川ら1）の…報告以来1967年末までに

41例を数えるに至った．著者は最近本症の1例

を経験したので報告し，あわせて本邦報告例の

文献的考察を試みた．

症 例

 患者：22才，男子，既婚，工員．

 初診：ユ967年11月9日．

 主訴＝有痛性陰茎腫脹と屈曲．

 既往歴1幼少時に両側鼠径ヘルニアの手術を受けて

いる．性病は否定している．

 現病歴：独身時代より（4～5年前），早朝勃起時，

陰茎を指ではさんで腹側へ折り曲げるとポキッと音が

して快感を覚えるという奇妙な癖があった．結婚して

からもときどきその行為をしていたが，11月9日朝に

同じことをしたときは，ふだんと違ってやや鈍い音が

して直後から陰茎中央部より先端にかけて暗紫色に有

痛性腫脹をきたしたので・当科へ救急車で搬入され（

きた．

 局所所見＝（Fig．1）陰茎に暗紫色に腫脹し，特に

中央部右側に強く，包皮は浮腫状でわずかに亀頭が見

える程度である．根部は正常であり，．陰茎の先端部は

左側へ屈曲している，陰茎海綿体白膜の断裂部は触知

でぎない．尿閉なく”検尿で赤血球などの異常所見は

認めない．

 治療および手術所見：直ちに腰麻をして手術を施行

した．すなわち陰茎右側中央より切開し，右側陰茎海

綿体白膜を露出したが，肉眼的に断裂部は発見でき

ず，左側にも，さらに尿道海綿体にも異常がなかっ
た．．

ｽだ右側中央部に皮下血腫があるのみであったの

で，これを除去し，生食水で洗浄後，創を閉じた．

 経過：術後経過良好で，陰茎腫脹は徐々に消退し
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 後遺症：退院後，創の組織硬結を触れるだけで完治

し，勃起には異常はない．なお例の異常音発生の行為

は恐怖感のためかその後は行なっていない様子であ

る．

考 按

井上34）は陰茎外傷を（1）開放性損傷（切創，刺

傷，裂傷）と（2）閉鎖性損傷（打撲，挫傷，破裂）

とに区別しているが，陰茎折症は陰茎転位，陰

茎切断症，陰茎絞約症などとともに（3）特殊型

として別項に取り扱っている．このように陰茎

折症が特殊型として扱われるについては，やは

り陰茎は性器としての特徴すなわち勃起という

特殊な状態を起こすところに意義があると思わ

れる．陰茎が勃起状態にあれば，海綿体の充血，

白膜の伸展緊張のたあに外力が加われば断裂を

起こしやすくなるのは当然といえる．したがっ

て陰茎折症とは諸家の成書35・36・37・38・39・401にも書

かれているとおり陰茎が起勃状態にあることを

前提として，鈍性外力が陰茎深部におよんで，

海綿体白膜，ときに海綿体が破裂したものであ

ることを再認識すべきであると著者は考える．

というのは「多くは勃起時に云々」という記載

の仕方をしている人たちもかなりあるからであ
る29・30・32・34）．

 さて著者は陰茎折症として報告されている本

邦例を1967年末まででTable 1に示すように

計41例を集録したので，これについて以上のよ

うな観点からいささか検討を加えてみる．

 まず勃起状態にあったものは41野中40例で，

干場ら21）の報告例で43才男子の1例だけは仕事

中に陰茎根部に受傷したもので勃起していたか

否かは記載されておらず不明である．もし勃起

していなかったものとすれば，著者の意見より

すれば除外すべきものと考える．

 次に海綿体白膜あるいは海綿体の断裂である

が，断裂あるものは41例中32例で，あとの9例

は記載がないので不明である．この9例につい

ても単なる記載もれであればよいが，もし本当

に断裂がなかったとすれば，前述の定義よりす

れば陰茎折症に加えることに疑問が残ることに

なる．

 一方，自験例は勃起状態にあってしかもポキ

ッという音も確認されておるにもかかわらず，

手術をしてみると肉眼的には太い血管の損傷

も，海綿体白膜の断裂も確認できず海綿体にも

視触診で異常を認められなかったので，結局は

長期にわたる自慰行為により限局性に血管を含

む皮下組織が硬化し，破裂をきたした，いわゆ

る陰茎の皮下組織破損，すなわち挫傷としたほ

うが妥当かもしれず，著者の提案よりすれば真

の陰茎折症とはいいがたいものとなる．しかし

ながら前述のように断裂の有無不明例が9例す

でに陰茎折症として報告されているので，自験

例も陰茎折症として報告することとして，諸家

の御批判を仰ぐこととする．

 ただ自験例のような症例もあるので，今後は

陰茎折症については前述の2点に関しての報告

または記載が是非とも必要であることを痛感し

たので，あえてこのことを強調する次第であ

る．

 なお本症に対する名称についても，長谷川ら1）

は陰茎骨折症，田辺ら3｝は陰茎皮下裂傷，吉

村4）および高尾ら20｝は陰茎折傷，斉藤ら17；は陰

茎切傷，上村ら26）は陰茎折損症などと種々に呼

ばれており，さらに昭和38（1963）年5月23日



Table 1 陰茎折症本邦報告例（1934～1967末）

No

1

2

3

．4

5

6

7

8

9

王0

11

12

13

14

報 告 者

長谷川・小林り

大森2）

田辺・佐藤3）

吉村4）

飯田・秋山5｝

本間6）

千野・福島7）

岩崎・渡辺8）

套t．9）

票9）

票9）

察9）

江里口1ω

岩崎・渡辺11）

報告年

1934

1936

1940

1943

1953

1956

1958

1958

1959

1959

1959

名  称

陰茎骨折症

陰茎折症

陰茎皮下裂
傷

陰茎折傷

陰華折症

陰茎折症

陰茎折症

年
令

35

23

19

」r1

42

28

28

未・

既婚

既

未

？

既

直

筆

未

職
業

巡査

？

会社
員

商人

大工

？

会社
員

原 因

勃起陰茎を手で曲げ
た

部
位

冠状
溝近く

夜中寝返りをした ．中央

勃起陰茎を手で下方
へ曲げた

性交中

勃起陰茎を小児にけ
られた

根部

前1／3

やや中
央

1年前より勃起陰茎
を手で曲げ音を発し1中央
たのしんでいた

勃起陰茎を手で曲げ
た

陰茎折症
   鉄劃寝返りをうって屈曲
331？   員］した

除茎折症

陰茎折症

46

28

既

未

公務
員

？

勃起中，前かがみで
起きようとした

自慰行為風

前1／3

根部

陰茎折症 36 既
会社
員

前1／3

前1／3

難騨下方へお中央

 症    状

癒痛1血腫1轡曲血尿

十

十

十

十

十

量鑛
日

？1＋

十 十

治 療 法

升

1959 陰茎折症

1959

1959

陰茎折症

Rup．ture of

penls

24

24

34

未

未

既

炭工

？

？

七

十

勲爵下方へお根部粁

勃起中つまずぎ机の
角でうつ

勃起中妻が馬乗りに
なった

根部

根部

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

すぐ手術

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

翌朝手術

    冷・温器法後手
十e十    術

十

？

？

十

十

十

十

？

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

？

？

？

十

十

十

留置カテーテル
施行

すぐ手術

すぐ手術

雛

撮

勃起正常

勃起正常

勃起正常

全治

勃起正常

勃起正常

冷湿布の後手術

手術

湿布，固定，留
置カテーテル

固定，留置カテ
ーアノレ

“固定

手術

すぐ手術

手術

勃起正常

全治

全治

全治

全治

勃起正常

全治

勃起正常

合併症，既往歴

数年前包茎手術，
淋疾の既往歴あり

尿道炎の既往歴あ
り？

尿道破裂合併，淋
疾の既往歴あり

尿道海縮体破裂合併，
淋疾の既往歴あり

淋疾の既往歴あり

直後尿閉があった

田

歌

匿
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15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

三矢・牛田12）

北川13）

任14）

大越・相沢15）

須藤16）

斉藤・三谷17）

巾■’
ﾃ川18）

下江19）

下江19）

高尾・松田20）

25 高尾・松田20）

26 薄場・針生21）

、■薄場．針生21）

28

29

前川・児玉22）

原23）

1960

1961

1961

1962

1963

！963

1963

1963

1963

／964

陰茎折症

陰茎折症

陰茎折症

陰茎折症

陰塾折症

陰茎切傷

陰茎折症

陰茎折症

陰茎折症

陰茎折傷

1964  陰茎歩歩

／964

王964

1964

陰茎損傷

陰茎折症

陰茎折症

46

37

32

62

32

既

既

？

既

？

20 未

47

62

22

22

20

43

31

25

既

？

？

未

未

？

？

？

公務
員

？

？

製綿
業

？

勃起中前かボみで起

床した

性交中

性雨中

性交中

性交を中断して便所
へ行く途中倒れた

学生鮮燧を手で曲げ

］964 陰茎折症  22     E

？

？

？

学生

性交中

陰茎勃起中腹臥位に
なる

陰茎勃起中腹臥位に
なる

勃起陰茎を机の角で
うつ

工員灘実勃起・たまま

？

？

？

？［？

作業二会陰部に受傷
した

勃起陰茎をふとんに
はさんだ

早朝排尿二手で曲げ
た

性交中

？

中央

？ ？

廿 ＋

   1

中㌔

中央

前1／3

？

後1／3

根部

根部

根部

中央

根部．

？

？

？

卦

普

？

？

朴

？

？

十

十・

十

十

十

？

？

十

十

十

？

？

十

？

十

？

？

十

十

十

十

十

？

？

十

十

？

？

？

？，

十

？

？

？

？

？

？

？

？

十

十

十

？

十

？

？

？

十

・十

？

？

？

？

？

十

十

十

？

十

十

十

十

十

十

十

十

？

十

保存的療法

すぐ手術

影二二弓手

’4日目手術

冷湿布

手術

冷湿布後手術

手術

手術

留置カテーテル
後日手術

全治

全治

勃起正常

勃起正常

全治

？

？

勃起正常

？

尿道裂断を合併

淋疾の既往歴あり

勃田子P

手術 勃起正常

保存療法後手術

保存療法後手術

13日後に手術

手術

勃起あり

勃起正常

全治

全治

会陰部受傷，術後勃
起時痙痛少しあり

這

N

田



30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

岸本24）

中西25）

1964

1965

陰茎折症

陰茎折症

22

24

上村・大木26）
1965陰茎獺症［，1

井川’騨 P1965墜折症

井川●田割 P196‘i墜折症

福嶋28）

白井・松下29）

鮫島30）

藤田・稲ee31）

弓削・三田32）

弓削・塚田32）

田端33）

1966

1967

王967

1967

1967

1967

1967

陰茎折症

陰茎折症

陰茎折症

陰茎折症

陰茎折症

陰茎折症

陰茎折症

51

29

26

25

64

22

39

20

29

未

？

？

既

？

二

二

二

二

既

未

未

？嘩帳返・をうつ

運転
手

勃起陰茎を手で曲げ
た

 1

？1用手法で自慰行撫中

教員

自衛
官

？

会社
員

勃起陰茎を手でおさ
えた

ベッドに勃起陰茎を
はさんだ

、性交中

陰茎勃起時寝返りを
うっ

後1／3

？

中央

中央

一lt

？

十

十

卦 ＋

骨 ＋

？i？

？

十

？

十

中央  ？ ＋ ？

根部

前1／3

性交中 ？

？’・用手法で自慰行為中

修理
工

学生

勃起陰茎が車の角に
あたった

勃起陰茎を手で曲げ
た

根部

根部

根部

十ト

？

十

十

十

？

十

十

十

十

十

？

十

十

十

？

？

？

＋州手術

？

十

十

十

？

冷湿布，キモプ
シソ

金治

？ 勃起陰茎を手でおさ
えた

自 験 例 22 既 工員
4～5年前より勃起
陰茎を指ではさみ音
を発していた

根部近 ？

中央

十 十

十 十

？

十

？

十

？

十

十

十

？1？

？

十

？

十

？

十

十

十

十

？

勃起正常

鮪タソデリ1三白

保存療法後手術

保存的療法

すぐ手術

保的療法

湿布》止血剤

手術

手術

勃起正常

治癒

勃起正常

全治

勃起正常

勃起正常

勃起正常

手術 勃起正常

高血圧あり

血友病あり

包茎

十 すぐ手術 勃起正常 包茎

田

お
co



124 田辺・岡村：陰茎折症

第275回日本泌尿器科学会東京地方会にて，前

記斉藤ら17）の陰茎切傷例報告のあとで，志田の

「陰茎折症と折傷のどちらが正しいか」との質

問に，高安は「折症と記憶しているが確言でき’

ない」と返答し，南は「折傷の方が妥当」とい

っているというような状態であるが，大部分の

人たち（32例）が陰茎折症としているので，著

者はいちおうこれに従うこととした．』

 次いで誘因または原因については，性交中の

偶発が8例，転倒などして固い物体に当ったと

き’8例，過度の機械的操作10例，自慰あるいは

勃起をおさめようとしたとき’15例などとなり，

その他では尿道炎，尿道周囲炎，海綿体炎など

が誘因となるとする説と否定説とがある．また

淋菌性尿道炎の既往がある報告が5例ある．

 部位については陰茎のいずれの場所でも発生

する可能性はあるが，亀頭部の報告例は見あた

らない．冠状溝近くが1例，前1／3が6例，中

央部が11例，後1／3あるいは根部は16例，不明

が7例，中央部より根部にかけてが多い．

 本症の頻度については，江里口lo｝は2，450人

中1名，白井ら29）は9，856人の外来患者中2名，

藤田ら31｝は14，016人の外来患者中1名としてお

り，いずれも低率である．

 年令では頻繁かつ強力に勃起する年代に多い

とされているが，実際著者の調べでも10才代は

1例，20才代は21例，、30才代9例，40才代5

例，50才代2例，60才代3例であり，やはり20

才代に多い．なお最年長は鮫島3・）の64才である

が，ここに特筆すべき・ことは最年少については

従来いずれの文献も大森2）の13才とされている

が，著老の調べたところではその原著は「伊東

某 23才」となっており誤りであるので，著者

はここに改めて最年少は田辺ら3）の19才と訂正

したい．

 本症の症状として特異なことは，ほとんどの

場合にガラス棒を折るようなボキソという異常

音を聞いていることである．41例中不明の17例

を除いて，その他すべてにこの異常音を聞いて

いる．この音は海綿体白膜の断裂音とされてい

るが，著者め集録した41例中ではこの音を聞い

ていながら白膜の断裂についての記載のないの

が1例，逆に断裂は確認されているのに音の不

明なものが10例あった．ここでふたたび自験例

で興味あることは，日常勃起陰茎を，あたかも

多くの人が指の関節を過屈折してポキンポキン

と鳴らすように音を出して楽しんでいたという

ことである．いったいこの異常音は陰茎のどこ

で発するのであろうか？白膜に付着する靱帯か

らかも知れない．このような日常より異常音を

発していた例は，本間6｝の報告にみられるの

みである．しかし本間例は右陰茎海綿体のみな

らず尿道海綿体の断裂と陰茎深動脈の切断をと

もなっており，自験例よりははるかに激症であ

る．

 八筋については，受傷した瞬聞から局所に激

痛を覚えるが，勃起が消退すると疹痛はややお

さまり鈍痛が持続することが多いが，激痛が続

くこともあり時としてシヨヅク状態に陥ること

がある．41例声聞痛強度（升）は29例，陣痛軽

度（十）は2例，畑野（一）が1例ダ不明が9

例であった．

 なお海綿体の1側が断裂すれば皮下出血のた

め血腫をつくり，反対側に屈曲する．4！例野蛮

曲ありが30例，不明が11例であった．また海綿

体よりの強い出血のために皮下血腫を生じ，浮

腫状暗紫色を呈し，時として陰嚢部，会陰部，

下腹部，大腿部におよぶこともある．41例中血

腫，腫脹は35例，不明は6例であった。

 排尿困難は血腫の圧迫によって起こすことが

あるが，その程度は高度でなく疹痛によること

が多い．しかし尿道や尿道海綿体の損傷をとも

なうときは，外尿道口よりの出血，尿閉をき’た

す．41例中血尿のあったものが2例，なかった

ものが24例，また尿閉をきたしたものが3例あ

った．

 なお白膜断裂部の外部よりの触知は，断裂が

大きいか血腫が小さいときには可能であるが，

血腫が吸収されるまで不能のこともある。まta

触知可能なとき，捻髪音を聞くことがある。

 合併症については尿道損傷の有無が重要であ

るので，検尿，ゴム製カテーテルによる消息を

行なう必要がある．また時として尿道造影は欠

かせない．尿道損傷は41例中吉村4），北川13）の
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2例のみであって，損傷による尿浸潤，感染，

敗血症を十分に注意すれば，ほかに重篤な合併

症は少ないようである．

 治療として局所の安静，挙上，番法，二三，

固定などをして，鎮痛鎮静剤，止血剤，蛋白分

解酵素剤，抗生剤の投与を行なう保存的療法が

11例，血腫除去・白膜縫合などの手術的療法が

29例，いずれとも不明が1例あるが，手術を行

なった方が経過がよく後遺症も少ないとされて

いる．しかし41例中不明の4例を除き，保存的

療法は全例が完治し，勃起正常となり，手術的

療法の方は29例中20例が勃起正常となってお

り，全治と記載されているものを含めると26例

となる．したがって後遺症の点よりみれば，尿

道損傷・白膜断裂の強度な場合は早期に手術が

必要であるが，軽症例は十分な観察のもとにで

きるだけ保存的療法を行なった方がよいのでは

ないかと思われる．

 後遺症としてはインポテンツ，勃起時陰茎の

沓曲が挙げられる．しかし白膜の断裂が小さい

とぎ，また適切な手術を行なえば，このような

後遺症は防ぐことができ’ると思われる．ただイ

ンポテンツについては，自験例のように完治し

てから，日常発していた異常音を再現してほし

いと希望したとぎ，ふたたび発症することに対

する恐怖感から拒否したように，精神的な要素

が大きいと思われる．

結 語

 1） 22才の既婚男子で，早朝勃起陰茎を指で

はさんで異常音を出させたあとで陰茎に暗紫色

有痛性腫脹および屈曲をき’たした症例を経験

し，これを観血的に完治せしめたので報告し

た．

 2） しかし本症例は手術時に肉眼的には海綿

体白膜または海綿体に断裂を認めることができ

なかうた．

 3） なお本症例は約4～5年前より平常から

早朝勃起陰茎を指ではさんで異常音を出させて

快感を覚えるという奇妙な自慰の習慣があっ

た．このような症例は本邦報告例では第2例目

である．
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 4）陰茎折症について1967年末までの41例の

本邦報告例を集録し，いささか文献的考察を加

えた．

 5） 陰茎折症の報告には，陰茎が勃起状態に

あったか否か，および海綿体白膜あるいは海綿

体の断裂の有無についての記載が重要な意義を

もつものであることを述べた．

 6）なお従来，陰茎折症の本邦最年少例は13

才とされてきたが，19才の誤りであることを指

摘した．
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